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ユニークなトークで講演するこん平師匠(左)と会場模様(右)

ユニークなトークで文化の向上を
こ
ん
平
師
涯
を

招
い
て
講
演
会

二
月
二
十
八
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
生
涯
学
習
の
機
会
を
通
じ
て
、
生
活

文
化
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
平
成
四

年
度
長
浜
町
文
化
講
漬
会
が
聞
か
れ
、
約

八
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
講
演
会
は
、
「
笑
点
」
な
ど
の
テ

レ
ビ
番
組
を
は
じ
め
、
ド
ラ
マ
や
映
画
な

ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
落
語
家
の
林
家
こ

ん
平
師
匠
を
招
き
聞
か
れ
ま
し
た
。

師
匠
は
、
「
人
生
は
聞
け
ご
ま
!
の
体
当

た
り
痛
快
人
生
」
と
題
し
て
、
代
議
士
秘

書
を
目
指
し
て
い
た
自
分
が
、
故
林
家
三

平
師
匠
に
入
門
し
た
経
緯
や
人
生
苦
境
の

打
開
策
な
ど
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
講
演

し
、
会
場
は
、
師
匠
の
独
特
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
ト
1
ク
に
蒋
始
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
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長浜町出初式

消防活動功績者に表彰

三
月
二
十
一
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
平
成
五
年

長
浜
町
消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
、
上
田
町
長
を
は
じ
め
、

各
地
区
の
消
防
団
員
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
ポ
ン
プ
操
法
、
小
隊
訓
練
な
ど
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
披
露
し
た
後
、
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
百
四

人
が
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
当
町
で
は
、
本
部
、
各
地
区
の
分
凶
合
わ
せ
て
、
八

分
団
三
百
九
十
人
の
消
防
団
員
が
い
ま
す
。
火
災
を
は
じ
め
、

海
難
救
出
救
助
活
動
、
夜
警
な
ど
、
昼
夜
に
関
わ
ら
ず
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
平
成
三
年
に
発
生
し
た
十
三
件
の
火
災
が
、

平
成
四
年
に
は
八
件
と
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
町
民
の
生
命
・
財
産
を

火
災
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰
に

長
浜
の
上
田
さ
ん

日頃の練習の成果を披露する団員たち

一
消
防
庁
長
官
表
彰
}
マ
永
年
勤
舗
劫

曽
章
・
上
田
喜
義
(
長
浜
)

{
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
}
マ
捕
絹
置
・

西
岡
忠
義
(
今
坊
)

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
一
マ
功
費
量
・
田

中
堅
太
郎
(
櫛
生
)
奥
野
彰
一
(
仁
久
)

{
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
一
マ
功
績

輩
・
後
藤
喜
久
雄
(
上
老
松
)
マ
勤
続

章
・
桐
田
和
嶋
(
今
坊
)
上
中
昭
彦

(
長
浜
)
政
所
直
邦
(
黒
田
)
問
理
三

郎
(
青
島
)
吉
田
昭
雄
(
櫛
生
)
中
村

儀
行
(
出
海
)
松
岡
功
(
下
須
戒
)
矢

野
安
美
(
上
老
松
)
宇
都
宮
辰
生
(
戒

川
)
二
一
秋
雅
義
(
柴
)

{
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
}

V
規
律
輩
・
石
田
満
義
(
長
浜
)
谷
上

信
行
(
今
坊
)
谷
上
博
国
(
今
坊
)
矢

野
県
一
朗
(
沖
浦
)
山
本
章
一
(
戒
川
)

山
本
紀
一
郎
(
柴
)
大
西
農
(
白
滝
)

一
長
浜
町
長
表
彰
一
V
精
勤
章
・
別
宮

康
夫
(
白
滝
)
松
田
章
志
(
豊
茂
)
賀

栄
政
直
、
青
木
昭
三
、
上
田
敏
典
、
中

見
隆
志
(
以
上
今
坊
)
畑
山
臣
玄
、
鈴

木
与
造
(
以
上
出
海
)
大
野
亀
則
(
下

須
戒
)
仲
田
浩
二
(
上
老
松
)
田
中
幸

宣
(
豊
茂
)
矢
野
利
一
、
尾
上
孝
之
、

細
川
邦
男
、
冨
永
志
郎
、
坂
田
憲
昭
、

酒
井
田
美
(
以
上
白
滝
)
大
野
正
光

(
戒
川
)

{
長
浜
町
消
防
団
長
表
彰
}
マ
聾
型
車
・

垣
見
芳
彦
(
出
海
)
ほ
か
五
十
二
一
人

{
愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
}
マ
永

年
勤
縮
調
関
固
員
家
藤
内
問
酬
の
内
功
習
者
・

上
田
千
歳
(
長
浜
)
菊
地
美
恵
子
(
穂

積
)
田
中
美
都
子
(
櫛
生
)
小
川
書
子

(
下
須
戒
)

{
長
浜
町
長
・
長
浜
町
消
防
団
長
感
謝

状
一
マ
一
般
協
力
者
・
河
野
平
吉
(
出

海
)
中
村
晶
子
(
松
山
市
)
菊
地
剛
、

米
岡
佳
恵
、
渡
塗
由
紀
、
木
之
本
義
道
、

飛
田
晃
(
以
上
長
浜
中
)

町
内
で
八
件

建
物
火
災
が
占
め
る

平
成
四
年
中
、
町
内
で
発
生
し
た
火

災
は
、
八
件
と
昨
年
に
比
べ
五
件
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
の
内
、
建
物
火
災
が

六
件
と
大
半
を
占
め
、
出
火
原
因
と
し

火災種別(件数)

4件

出火原図(件数)

草焼用ハ←ナ←

による出火 l件

冷暖房機の電線の短路l件

木工所で火の粉が

飛ぴ火した l件

て
は
、
た
き
火
や
冷
暖
房
機
の
コ

I
ド

の
短
絡
な
ど
で
、
焼
損
被
害
額
は
、
七

千
六
百
五
十
三
万
六
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。火

災
は
、
慣
れ
と
油
断
か
ら
発
生
す

る
と
い
い
ま
す
。
一
瞬
に
す
べ
て
を
焼

き
尽
く
し
、
灰
に
し
て
し
ま
う
火
災
。

怖
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
防

ぐ
気
持
ち
が
緩
み
が
ち
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
火
災
か
ら
わ
が
家
を
守
る
た

め
に
は
、
「
こ
れ
だ
け
備
え
あ
れ
ば
」

「
こ
れ
だ
け
注
意
し
て
い
れ
ば
も
う
大

丈
夫
」
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
日
の
心
が
け
と
防
火
の
行
動
を
継
続

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切

で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
家
族
ぐ
る
み
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
火
意
識
を
高
め
、
火

災
の
な
い
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
築
き
た
い
も
の
で
す
。
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日
本
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
人
は
、
す
べ
て
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

職
業
な
ど
に
よ
り
次
の
三
種
類
の
被
保

険
者
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

※
第
一
号
被
保
険
者

学
生
、
良
業
、
漁
業
等
自
営
業
の
人

※
第
二
号
被
保
険
者

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

O
L
、
公
務
員
等

で
会
社
等
に
勤
め
て
い
る
人

※
第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者こ

の
内
、
第
一
号
被
保
険
者

X
は
第

三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
た
場
合
は
、

ご
本
人
が
加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

加
入
手
続
き
は
、
住
民
票
を
登
録
し

て
い
る
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
が
、
学
生
の
方
で
親
か
ら

離
れ
て
下
宿
し
て
い
る
等
の
場
合
で
、

住
民
票
を
居
住
地
に
移
し
て
い
な
い
と

き
は
、
家
族
に
連
絡
し
て
加
入
の
手
続

き
を
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
や
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
場
合
、
老
齢
基

礎
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
障
害
者
と
な
っ

た
と
き
や
亡
く
な
っ
た
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

人権作文・年金関係

国民年金被保険者種別変更の手続きいろいろ

現在の種別 →種別の変わる事由 → 変更後の種別

第l号被保険者
-就職して厚生年金か共済に加入する 第2号被保険者

(自営業) -家事手伝いの人が会社員と結婚して
第3号被保険者専業主婦となる

転職して自営業になる(配偶者も第

第2号被保険者
l号被保険者になる) 第l号被保険者

-会社を退職して自営業者の妻になる
(サラリーマン)

-会社を退職して専業主婦になる(会
社員の妻) 第3号被保険者

-夫妻がの会収社入を退職した
が増え、被扶養配偶者でな

くなった 第l号被保険者

第3号被保険者 夫夫と離婚亡した
が死した

(サラ1)-マンの妻)
-会社に就職し被扶養配偶者でなくな
った

第2号被保険者

-夫が転職した 第3号被保険者

会社などに勤めていない人、学生が
第l号被保険者20歳になる

未 力日 入 .20歳未満で就職し、厚生年金が共済
第2号被保険者

組合に加入した

-会社員と結婚後20歳になる 第3号被保険者

老齢福祉年金の

4月期支払いは

4月号日です。

(なお 4月11日は

日曜日のため 9日

に変更)

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
六
十
歳
未
満
で
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
人
は
、

原
則
と
し
て
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の
手

続
き
を
行
う
際
に
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
も
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
金
は
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。
届
け
出

は
忘
れ
ず
に
!

社
会
鐸
険
出
膿

相
談
の
お
知
、
h
v

せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
四
月
十
二
日
(
午
前
九
時
j

十
一
時
三
十
分
)
・
四
月
二
十
日
(
午

前
十
時
i
午
後
四
時
)

一
場
所
}
長
浜
町
商
工
会

く がしあないそもでかれは めいラ すたしとみからくく人あみ
あだすくそってんあ、らであゃなスわ。したはんまなれたけさがわ
それぐてぶてもなりあかもりないにた に。ななはいまめんんよた
ばとに、としつ日まそえ、ま か の は し もそしでずとしのはにくし
なですゆもままはすぶっがせ ま で 九 た わ れて なれ いた け人 きわ に
くもぎうだいら、。とたつんは、人ち かなくかにう。んげきかは
てなて iJ宝ちまなひ もあこ。ずいしの りられよしとそりんまら
はかしたがすくと だとうそれじかク まわ まく た、 れだ らし な人
いよままい。てりち くりとで、したいけ

ZJ15iztE2盟瞳罷竃撞趨盟 2主f?与土iq
との。かたどしん い I とでをわえてとおう
おし んの h くで ひ|と J"， 1 よ、 一干し|だ、なかてい、かい

JIfLレM喝つ I.，_~ζ一
にももそてて了「しにみ I Iしこてにいあにでも

l/~ .__.- '，-

な や ちの、くらにもて.~ -がともあまげあいい

えtZきこを』喜文言| 小学一年生 lZZEZて完在天手
いくすとしし十いなし I I ほりてうわるうが
と、 れてよた語れか子 いまと J た人」ご

よも に。そてFっ Z にびもいふしわとがはなくすてししにしたか
も かいへあとほとたじもたいまた大たでいだくし 0 も 矢 に な さ ら ま
ミよで五そてうりけぶだくっしりきしすなれてよそう はり Y 、は
まく、しびも己のれんれでしたでいよ。いも にれれこ、たえ「ず
すでだかまうと女どかて、よ。あ女りおととちいはしえ日いをいれ
。きれっしれ、の、らじとにわそのもみきもかっ、かをっとかつ』

支52モtロ兵士 22とき士会実士宅 224三ZZぢ』官宅=き
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三
七
八
号
の
愛
称
決
定

378号愛称決定・老人保健など

昨
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
募

集
し
て
い
ま
し
た
、
国
道
三
七
八
号
の

愛
称
が
「
タ
や
け
こ
や
け
ラ
イ
ン
」
に

決
定
し
、
三
月
四
日
、
双
海
町
役
場
で

国
道
三
七
八
号
愛
称
募
集
入
賞
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
募
集
は
、
国
道
の
ど
こ
か
ら
で

も
瀬
戸
の
島
々
を
シ
ル
エ
ッ
ト
状
に
写

し
出
す
美
し
い
夕
陽
が
眺
め
ら
れ
る
長

浜
・
双
海
町
に
ま
た
が
る
約
三
十
キ
ロ
の

全
線
改
良
に
伴
い
、
稼
動
す
る
日
本
最

古
の
パ
ス
キ
ュ
ー
ル
式
開
閉
橋
「
長
浜

大
橋
」
や
世
界
に
比
類
の
な
い
「
肱
川

あ
ら
し
」
、
長
浜
・
双
海
町
に
ま
た
が

る
郡
境
の
駅
「
喜
多
灘
」
等
が
あ
る
沿

綿
の
観
光
や
地
域
振
興
な
ど
の
町
づ
く

り
に
生
か
そ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す。
な
お
、
応
募
は
長
浜
町
二
千
六
百
五

十
八
点
、
双
海
町
六
百
七
十
七
点
の
総

数
三
千
三
百
三
十
五
点
の
応
募
者
で
、

最
優
秀
賞
に
は
、
永
井
孝
幸
君
(
一

O
)

の
作
品
「
タ
や
け
こ
や
け
ラ
イ
ン
」
が

決
定
し
、
当
町
の
味
村
ト
シ
コ
さ
ん
、

中
川
波
津
子
さ
ん
の
作
品
が
入
賞
し
ま

し
た
。
な
お
、
入
賞
は
次
の
方
々
で
す
。

碍
一
最
優
秀
賞
一
タ
や
け
こ
や
け
ラ

町
イ
ン
(
永
井
孝
幸
・
双
海
町
)

調
{
優
秀
賞
}
瀬
戸
の
茜
街
道
(
味

休
村
ト
シ
コ
・
長
浜
町
本
町
)
伊
予

日
灘
夕
焼
け
海
道
(
松
下
香
・
双
海

出

町

)

一
一
一
入
選
}
伊
予
の
タ
や
け
街
道

界
(
中
川
波
津
子
長
浜
町
沖
浦
)

れ
伊
予
灘
サ
ン
セ
ッ
ト
口
l
ド
(
諌

駒
山
ヨ
シ
子
・
大
分
県
)
シ
ル
工
ツ

材
ト
ラ
イ
ン
(
浜
田
亮
・
双
海
町
)

嬬
い
よ
な
だ
夕
映
え
街
道
(
西
岡
長

W

和
・
松
前
町
)
い
よ
な
だ
夕
陽
ラ

美
イ
ン
(
竹
村
俊
明
・
兵
庫
県
)

最優秀賞の永井君優秀賞の昧村さん

老人保健

一 部 負 担 金 が 段 階 的 に

改定されます。

優秀賞の松下さん

医療機関で受診などしたとき、その窓

口で支払う一部負担金が、次のように段

階的に変わります。

段階の区分 外来(1か月につき) 入院(1日につき)

平成 5年
4月 1日カミら

1， 0 0 0円 700円平成 7年
3月31日まで

平成 7年 消費者物価の変動率に 消費者物価の変動率に

4月 l日~ スライドして改定します スライドして改定します。

支払いの方法 毎月最初の診療日に支払い 入院した日数分だけ支
ます。総合病院では診療料 払います。

雪ミE {寸 ごとに、病院・診療所が違え
※住民税が非課税で老

ばそれぞれ別々に支払いま
す。また、別の病気のときで 齢福祉年金を受けている

も、同じ病院であれば 2度 人は、 1日300円を 2か

支払う必要はありません。 月間支払います。

入選の中川さん

事
業
主
の
皆
さ
ん
手
続
き
は

お

済

み

で

す

か

?

保
険
率
が
引
下
げ
ら
れ
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
料

(
労
災
保
険
、
一
雇
用
保
険
)
の
申
告
・

納
付
は
お
済
み
で
す
か
。
平
成
五
年
度

の
年
度
更
新
は
、
五
月
十
七
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
、
お

忘
れ
な
い
よ
う
、
お
早
め
に
、
確
実
に

お
願
い
し
ま
す
。

入選の浜田君

な
お
、
申
告
・
納
付
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
労

災
補
償
課
(
宮

O
八
九
九
I
二
五
l
二

一
O
二
、
愛
媛
県
雇
用
保
険
課
(
君

。
八
九
九
l
四一

l
一
一
一
一
一
)
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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平
成
五
年
度
の
役
場
の
支
払
い
(
預

金
口
座
振
込
)
日
は
、
次
の
通
り
で
す
。

詰
求
書
は
、
納
品
書
と
同
時
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
書
に
は
、
課
名
ま
た
は

係
名
を
ま
ロ
き
、
必
ず
押
印
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成 5年度支払(振込)予定日

月別
第 1 回 第 2 回
振込予定日 振込予定日

4 1 3日 2 6日

5 1 4日 2 6日

6 1 4日 2 8日

7 1 3日 2 6日

8 1 3日 ~6~ 
9 1 3 n 

よ
2 7日

ト一一

10 1 3日 2 6日

11 1 2日 2 6日

12 1 3日 2 4日

1 1 3日 2 6日

2 1 4日 2 5日
トー

3 1 4日 2 8日

鯉
の
ぼ
り
に
よ
る

感
電
事
故
を
防
ご
う

四

国

電

力

せ

子
供
の
節
句
が
近
ず
き
ま
し
た
。
鯉

の
ぼ
り
の
竿
が
、
電
線
に
さ
わ
っ
た
り
、

倒
れ
か
か
っ
て
感
電
事
故
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

鯉
の
ぼ
り
を
た
て
る
場
合
は
、
電
線

か
ら
十
分
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
た
て
ま

ら知

4t∞ 

一一一一お

し
ょ
、
っ
。控

瀬
欝
へ
U
夕
日
シ
盛

議
阜
“
ぞ
い
曇
局
窓
抱
に

就
職
の
ご
案
内
!

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

愛
媛
県
で
は
、
県
外
に
就
職
し
て
い

る
方
で
、
ふ
る
さ
と
愛
媛
で
自
分
の
持
っ

て
い
る
技
術
、
知
識
を
生
か
し
た
い
と

考
え
て
い
る

U
タ
l
ン
希
望
者
に
、
求

人
情
報
の
提
供
や
職
業
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

首
都
圏
に
在
住
す
る
U
タ
l
ン
希
望

者
の
方
辻
、
人
材
U
タ
1
ン
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

四
季
を
通
じ
て
欠
か
せ
な
い
料
理
の

一
つ
に
鍋
物
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
家
庭

料
理
と
し
て
、
ま
た
宴
会
料
理
と
し
て
、

広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
鍋
物
は
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
多
種
多
一
様
に
あ
り
ま

す
が
、
常
に
登
場
す
る
材
料
の
代
表
と

し
て
「
き
の
こ
」
が
あ
り
ま
す
。

料
理
に
よ
く
使
わ
れ
る
キ
ノ
コ
と
し

て
、
シ
イ
タ
ケ
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
、
シ
メ

ジ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
こ

の
中
に
本
当
の
名
前
で
知
ら
れ
て
い
な

い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

「
シ
メ
ジ
」
で
す
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の

よ
う
に
、
一
般
に
シ
メ
ジ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
の
は
、
か
さ
が
灰
色
を
し
た

平
た
い
き
の
こ
で
す
が
、
こ
れ
は
ピ
ラ

タ
ケ
と
一
青
う
の
が
本
当
の
名
前
で
す
。

本
物
の
シ
メ
ジ
は
、
菌
根
性
の
き
の

こ
(
マ
ツ
タ
ケ
と
類
似
)
で
あ
る
た
め
、

人
口
栽
培
が
極
め
て
困
難
と
さ
れ
て
お

り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
賠
顕
に
並
ぶ
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、

月 日 当直医院 電話番号

4/25 菊地医院 52-0209 

4/29 門屋 医院 52-0202 

5/2 石村病院 52-02751 

5/3 清水医院 52-28831 

。/4 米川医院

5/5 菊地医院

5/9 門屋 医院

I診揮】救急患者の方のみ

附 ] 午 前 川~午後 5:00 

-原則として往診は致しません。

ホ
ン
シ
メ
ジ
と
知
ら
れ
て
い
る
、
か
さ

が
薄
茶
色
で
丸
い
き
の
こ
は
、
本
当
の

名
前
を
ブ
ナ
シ
メ
ジ
と
言
い
ま
す
。

品
目
か
ら
「
匂
い
の
マ
ツ
タ
ケ
、
味
の

シ
メ
ジ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
お
い

し
い
き
の
こ
の
代
名
詞
と
し
て
シ
メ
ジ

院匿直当

の
名
前
が
通
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ

う
し
た
誤
っ
た
名
前
が
付
け
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
度
皆
さ
ん
が

シ
メ
ジ
や
ホ
ン
シ
メ
ジ
を
庖
頭
で
買
わ

れ
る
と
き
に
は
、
少
し
注
意
し
て
見
て

く
だ
さ
い
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
、
シ
メ
ジ

(
ヒ
一
フ
タ
ケ
)
、
ホ
ン
シ
メ
ジ
(
ブ
ナ
シ

メ
ジ
)
と
い
ワ
た
よ
う
に
本
当
の
名
前

が
記
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
名
前
を
正

し
く
使
用
す
る
よ
う
に
生
産
者
や
流
通

闘
係
者
に
対
し
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

食
品
の
本
物
志
向
に
対
す
る
関
心
の
高

ま
り
は
消
費
者
パ
ワ
l
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
も
の
で
す
。
生
産
者
や
流
通

間
関
係
者
が
正
し
い
名
称
を
使
用
す
る
た

め
に
も
消
費
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局

大
洲
出
張
所
林
業
課
(
宮

O
八
九
三
l

二
四
l
四
二
二
こ
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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健診@輪診を受けましょう

L義務
自分自身の健康管理は健診@検診から

成人病健診、結核検診は、がん、心臓病、脳卒中などの成人病及び結核の予防や早期発見のためばかり

でなく、壮年期からの健康管理や老後の健康保持に役立たせようとするものです。

I成人病健診、結核健診を受けられる人}

成人病健診は、 40歳以上の人、結核検診は18歳以上の人で事業所などで健康診査の機会のない人は受け

られます。

なお、子宮がん検診、乳がん検診は30歳から受けることができます。

I成人病健診、結核検診の日時・場所]

成人病健診、結核検診の日時・場所は、各戸に配布しています保健衛生プログラムにより、お知らせし

ます。

また、がん検診は、回覧により希望を取りまとめますので、その都度申し込んでください。

[成人病健診・結核検診の内容}

基| ① 問診、身体測定、理学的検査、

血圧測定、検尿、肝機能 (GOT、

本| GPT、 r-GTP)検査、総コ

レステロール検査、 HDLコレス

健 l テロール検査、中性脂肪検査、腎

機能検査(クレアチニン)、貧血

康 検査、血糖検査

二R二Z外〉、- ② 心電図検査、眼底検査

3ft (注)②の検査は、医師の判断に基づ

き選択的に実施されます。

①胃がん検診 問診、胃部エック
カ{I ス線検査

子宮頚がん検診、

②子宮がん検診問診、視診、内診、

ん|
細胞診(頚部)

問診、胸部エツク

ス線検査(結核検

③肺 がん検診査のフィルムを利

用)、曙疾細胞診

④乳がん検診問診、視診、触診

己-⑤大腸がん検診便による潜血検査

l結 核 宇食 胸部エックス線検査

I受診者の負担]

受診者、検診の種類によって O 円~900 円の

費用を負担することになっていますが、 70歳以

上の人、所得の低い人については免除されます。

金額(円)

才食 三日ク去、 の 受診者の 町・県・国 検査委託

種 類 負担額 の負担額 キヰ 金

基本健康審査 。4. 9 7 7 4. 977 

胃がん検診 900 2. 8 0 0 3. 700 

子宮がん検診 700 2， 3 7 0 3. 070 

姉がん ×線 100 361 461 

検 三ロタ'-' 
略疾 500 2. 023 2， 5 2 3 

乳 が ん 検 診 200 400 600 

大腸がん検診 500 1. 0 0 0 1. 5 0 0 

結核検診 。 460 460 
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裏
方
選
投
部
推
進
セ
ン
タ
j
に
ご
都
議
を

暴
力
団
の
こ
と
で
困
っ
た
ら

財
団
法
人
愛
媛
県
暴
力
追
放
推
進
セ

ン
タ
ー
が
、
昨
年
四
月
一
日
に
誕
生
し

て
一
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
暴
力
団
を
撲
滅

し
、
安
全
で
住
み
よ
い
愛
媛
を
つ
く
る

た
め
に
県
民
の
総
力
を
結
集
し
た
力
で
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
暴
力
追
放
運
動
を

推
進
す
る
母
体
と
し
て
、
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
推
進
し
て

い
る
事
業
は
、
次
の
通
り
で
す
。

暴
力
団
を
恐
れ
な
い

一一一一暴力追放推進センター

悪
を
見
逃
さ
な
い
強
い
意
見
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
暴
力
団
は
、
み
な

さ
ん
の
「
警
察
へ
の
通
報
」
を
大
変
恐

暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

暴
力
団
に
金
を
出
す
こ
と
は
、
暴
力

団
の
存
在
を
容
認
し
、
ひ
い
て
は
抗
争

事
件
な
ど
暴
力
団
の
活
動
に
つ
い
て
の

援
助
、
加
担
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
暴
力
団
の
脅
し
に
負
け
た
り
、

甘
い
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
=
っ
。

な
し、

債
権
取
立
て
や
融
資
な
ど
を
暴
力
団

に
依
頼
す
る
こ
と
は
、
一
時
的
に
目
的

を
達
し
て
も
、
後
で
必
ず
逆
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
暴
力
団
に
債
権
取
立
て
を
頼
ま
な

、ν
※
暴
力
団
か
ら
融
資
を
受
け
た
り
、

融
資
の
仲
介
を
頼
ま
な
い
。

※
交
通
事
故
な
ど
の
一
不
談
を
暴
力
団

に
頼
ま
な
い
。

セ勇暴
力
団
に
対
す
る
相
談
活
動

暴
力
団
か
ら
被
害
を
受
け
た
り
、
お

困
り
の
方
の
た
め
に
、
専
門
相
談
委
員

や
弁
護
士
等
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応

じ
、
問
題
解
決
の
指
導
、
助
一
言
、
支
援

等
を
行
い
ま
す
。

暴
力
追
放
組
織
の
活
動
支
援

地
域
や
職
域
の
暴
力
追
放
組
織
を
積

極
的
に
支
援
し
、
暴
力
団
の
被
害
を
受

け
や
す
い
企
業
等
に
対
す
る
相
談
・
研

修
・
講
演
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

被
害
者
等
の
救
済
活
動

暴
力
団
か
ら
被
害
を
受
け
た
方
に
対

し
て
見
舞
金
を
贈
り
ま
す
。

暴
力
団
に
対
し
、
事
務
所
明
け
渡
し

ゃ
損
害
賠
償
等
の
民
事
訴
訟
を
す
る
方

に
は
、
訴
訟
費
用
を
無
利
子
で
お
貸
し

し
ま
す
。

暴
力
追
放
思
想
の
普
友
啓
発
活
動

暴
力
団
か
ら
の
被
害
を
防
ぎ
暴
力
追

放
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
県
民
大
会

を
開
催
し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
機
関
紙
等
を
発
行

し
ま
す
。

少
年
に
対
す
る
暴
力
団

の
影
響
排
除
活
動

少
年
指
導
委
員
・
少
年
警
察
協

助
員
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
団

体
と
連
携
し
て
、
少
年
の
暴
力
団

加
入
を
阻
止
す
る
た
め
の
活
動
を

行
う
と
共
に
、
暴
力
団
事
務
所
に

出
入
り
す
る
等
暴
力
団
の
影
響
を

受
け
て
い
る
少
年
の
指
導
等
を
行

い
ま
す
。

暴
力
団
か
ら
の
離
脱

希
望
者
の
援
助

暴
力
団
か
ら
離
脱
し
た
い
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
者
に
対
し
て
、
離
脱
を
妨

害
す
る
事
案
の
解
決
や
、
生
活
就
労
等

の
助
一
言
、
指
導
、
本
人
及
び
家
族
に
対

す
る
保
護
等
の
支
援
を
、
警
察
等
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
行
い
ま

す。

曇
盛
岡
厄
闘
す
見
習

聞
琶
ロ
留
男
蓋
醐

暴
力
団
の
日
常
の
動
き
や
資
金
源
等

の
実
態
を
把
握
す
る
活
動
を
行
う
と
共

に
、
暴
力
団
に
よ
る
被
害
の
実
態
調
査

や
暴
力
排
除
の
意
識
調
査
を
行
い
今
後

の
暴
力
追
放
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

詳
し
く
は
、
(
財
)
愛
媛
県
暴
力
追

放
推
進
セ
ン
タ
ー
(
宮

O
八
九
九
l
二一

一一

I
八
九
三

O
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



-8← 

た
だ
今
、
猛
特
訓
中
1

ー
嵐
太
鼓
完
成
間
近
j

ルポ@文芸

昨
年
、
町
民
に
よ
る
新
し
い
「
身
体

文
化
」
の
風
を
起
こ
す
た
め
結
成
さ
れ

た
「
嵐
太
鼓
」
(
四
十
一
人
)
が
、
完

成
に
向
け
猛
特
訓
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
夏
季
に
行
わ
れ
る
海

の
祭
典
前
夜
祭
に
「
お
披
露
目
」
す
る
た

め
、
週
二
回
に
わ
た
り
練
習
し
て
い
る

も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
リ
ズ
ム
感

溢
れ
る
鼓
動
を
打
ち
鳴
ら
し
て
い
た
。

な
お
「
嵐
太
鼓
」
に
参
加
ご
希
望
の

方
は
、
事
務
局
(
五
三
!
一
一
一
一
)

「
と
帥

ν」

交

流

を

j
郵
・
ゅ
う
ふ
れ
あ
い
教
室
j

干
支
の

で

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

o) 

JUご6

手づくりの「とりJ'こ取組む参加者たち

便
・
ゅ
う
ふ
れ
あ
い
教
室
が
行
わ
れ
、

町
内
か
ら
約
四
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
、
手
作
り
の
干
支
(
と
り
)
を
家

庭
に
飾
り
、
飛
躍
の
年
に
し
よ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
思
い
思
い

の
「
と
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

火
事
に
気
を

つ
け
て
ね
!

ー
園
児
が
防
火
啓
発
運
動
i

月
五
日
、
長
浜
消
防
支
署
、
ひ
か お披露目に向け、特訓中のメンバーの皆さん

文
化
の
葦
…
る

助
け
合
い
運
動

j

第
十
二
回
芸
能
発
表
会
j

二
月
二
十
一
日
、
町
体
育
館
で
第
十

二
回
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
、
町
内
の

三
十
二
団
体
約
四
百
五
十
人
が
出
演
し

た。
こ
の
発
表
会
は
、
毎
年
助
け
合
い
運

動
の
一
環
と
し
て
、
「
文
化
の
薫
る
町
、

り
幼
児
園
に
よ
る
防
火
啓
発
運
動
が
行

わ
れ
、
支
署
職
員
、
園
児
ら
合
わ
せ
て

約
三
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
防
火
週
間
中
(
三
月
一
日

i
七
日
)
に
防
災
運
動
の
一
環
と
し
て
、

町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
訪

問
し
た
も
の
で
、
園
児
ら
は
、
手
作
り

の
お
ひ
な
さ
ま
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、

防
火
を
呼
び
か
け
た
。

潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
幼

児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
た
。

輔
自頃の練習の成果を披露する出演者たち

軍

匝E
~ 
星電

H

出
海
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会

1

防火を呼びかける園児たち

亡
き
母
の
は
げ
し
き
気
性
恩
は
せ
る
粉

雪
舞
へ
り
三
回
忌
の
今
日平

見

朝

子

そ
の
昔
埋
め
し
肥
松
そ
の
ま
ま
に
飲
み

水
に
と
ふ
二
の
丸
の
大
井
戸

西

山

晶

子

師
に
捧
ぐ
弔
詞
書
き
居
り
如
月
の
夜
更

け
し
ま
く
に
寒
さ
募
り
ぬ福

田

都

い
ち
早
く
警
ふ
く
ら
む
白
木
蓮
に
今
朝

の
氷
雨
の
音
あ
ら
あ
ら
し兵

頭

亡
き
母
が
常
に
休
み
し
坂
道
に
今
年
も

赤
き
椿
の
咲
け
り

田

丸

冨

枝

勢
い
よ
く
置
き
し
洗
剤
の
シ
ャ
ボ
ン
玉

朝
の
厨
を
ゆ
る
や
か
に
飛
ぶ

池
田

蓉
子

俳

句

H
出
海
小
学
校
H

者E

春
風
に
呼
び
起
こ
さ
れ
て
桜
さ
く

河

中

健

志

ゴ
カ
イ
つ
け
寒
い
中
待
つ
め
ば
る
つ
り

石

山

大

梅
の
花
散
っ
て
桜
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

上
村
昇
一

卒
業
の
夢
を
運
ん
で
春
の
風

安
藤
謙
一
朗

春
風
と
な
の
花
畑
で
か
く
れ
ん
ぼ

村

本

健

田
の
あ
ぜ
で
れ
ん
げ
と
つ
く
し
話
し
て

る

坪

田

三

代

子

雨
の
音
と
っ
て
も
楽
し
い
音
楽
会

上
村
恵
美
子

菜
の
花
が
ゆ
れ
て
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る

よ

垣

内

純

子

花
た
ち
を
起
こ
し
て
ま
わ
る
春
の
風

山

口

正

恵

春
の
風
ほ
ほ
を
く
す
ぐ
る
あ
た
た
か
さ

後
藤
奈
々
恵

さ
ん
ま
焼
く
に
お
い
に
つ
ら
れ
猫
二
匹

藤

井

友

希
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矢
野
和
俊
さ
ん

ほ
か
十
人

公
民
館
活
動
推
進
大
会

一一一一一表彰・一歳です・長浜フォトコンテストなど

一
一
月
二
十
八
日
、
中
央
公
民
館
で
第

今
一
十
六
団
長
浜
町
公
民
館
活
動
推
進
大

会
が
聞
か
れ
、
公
民
館
活
動
の
推
進
に

貢
献
の
あ
っ
た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

一
公
民
館
優
良
役
職
員
表
彰
}
長
浜
公

民
館
:
・
矢
野
和
俊
(
長
浜
)

V
今
坊
公

民
館
:
・
東
富
士
男
、
宮
田
重
伸
、
谷
上

信
行
(
以
上
今
坊
)
マ
大
和
公
民
館
・

叶
岡
亀
(
上
老
松
)
マ
白
滝
公
民
館
・
:

山
本
邦
夫
(
柴
)
マ
戒
川
公
民
館
:
・
域

本
音
松
、
字
都
富
辰
生
、
宇
都
宮
正
利

くつなろ抱こで喜 こく
で夢う〈の、 一彼 の ま人
もが様で子将憂の名しを

。多一々 あ が 来 す 無 前 くい
る牙11 を、た

一 一一一一一一一 毎気つ大わ島
支襲霊 長璽開醸麗〉γ 寸口でけきる;

富援 .F"'ダ芦ノマ?字離で可ま く{愛 i 芹爪 ( 

司井監率調:ーにす愛し成リ蚕農家以
i会議私予一:翠額調カi足そで i、i満望事長
;ん盤費丈-，よ関い草 てを j j言霊襲 J11 

醸議湾?九令、 I璽つに ほも s ，~~事ー
;母離選;ぷ込山静議離選曜ま 、 しつ l竺員民

11 聾ヂ叫組理聾揮で家 いて j マ表館:和璽;ぇ??-1苅歯車議醸酒も庭 と ¥融 彰 3星

実閉 .AI腹手議 運強 1建の 願男:型}営
;さ議院;竃欝炉二 lOl~朝司謡選議康み Y ら:走中璽
んヲト~ ~喜望歯車種でん 主し:台零言i
~~議 .... 瞳圃幽園V 靖国-塑判開輔 、 γ .， 、 円 二 r又 _...-'-

調圃V いよ醗繍そ芸 おヘ i寧長著
i 平成 4年4月26日生まれしー てた;ム隼員

ム>v。

; ;主選定す1・63:法学チバ⑩凶
ゅうすlす

山下輔奨ち酔ん(黒田)

ツ状一回目券戒マ田
ヱ}公分重)大美
(菊民館(マ和喜
松地館 i 以戒公男
山吉活久上川民
市大動保戒公館ド
)郎推熊 J11民: 坂

(進男)館藤富
櫛協(マ:岡美
生力黒長岡喜雄
て者団 i兵部代(

町)公誠夫』守人
湯長民、(長
川 感 館石ド世
ミ謝 黒堂須主

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一一一一一一・1
豊茂の大下家にあるコガノキは、 1 

樹齢約400年と 県 内 で も 最 も 古 く 大 h!  
きいものと言われており、町指定天 」除叶

然記念物 Lこも指定されている。 ~I

コガノキは、アオカゴノキに属し、 ......_ "F-Y); 

器 具 、 建 築 、 薪 炭 な ど に 用 い ら れ る 主 主 弘司 1
ことで知られている。-;t!手、と=云 i

なお、このコガノキは、苦から神 μ....);::::> i 
木として枝を切らないよう大切にしの 旨 l
ていたので大木になったと言われて ~ (~YJ) I 
お り 、 そ の 雄 大 な 姿 に は 神 木 に 相 応 下 β 引
しい貫禄さえうかがえるの iJ 、~ ! 

/り|

量1
rι可 1
3i ! 

編 i

町指定天然記念物のコガノキ J 

表彰を受ける表彰者の皆さん

覆
田
和
夫
さ
ん

土
地
改
良
事
業
の
功
労
で
表
彰

二
月
十
八
日
、
松
山
市
で
第
三
十
五

回
愛
媛
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
柴
の
棲
田
和

夫
さ
ん
(
六
ニ
が
、
理
事
と
し
て
、
水

年
尽
力
さ
れ
た
土
地
改
良
事
業
の
推
進

の
功
労
に
よ
り
、
旅
井
理
喜
男
愛
媛
県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
石
田
フ
ミ
コ
さ
ん

遺
族
援
護
功
労
で
表
彰

二
月
十
日
、
松
山
市
の
県
民
文
化
会

館
で
愛
媛
県
戦
没
者
遺
族
大
会
が
開
催

さ
れ
、
今
坊
の
岩
田
フ
ミ
コ
さ
ん
(
八

二
は
、
多
作
に
わ
た
る
戦
没
者
遺
族

の
援
護
と
福
祉
の
向
と
に
よ
る
功
績
に

よ
り
、
戦
没
者
遺
族
援
護
功
労
者
と
し

て
、
伊
賀
貞
雪
愛
媛
県
知
事
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

審》の吉区作品募集!
てい次春 しンくし素アは
ごまの」今たテたて 晴?、町
応す要を因。スめ写ら心町づ
募の領テは ト に 真 し手民く
下でで l 、 を、にさと
さ 、募マ「 令フ残を長皆委
しiふ集{こ長 画オし再訴さ員

v るしと浜 しトて発 ー ん 会
ワて¥の まコ]貰見のにで

募
集
要
領

{
受
付
}
平
成
五
年
五
月
三
十
一
日
必

着
一
作
品
対
象
一
町
内
に
あ
る
も
の
、

見
ら
れ
る
も
の
、
行
わ
れ
る
も
の
の
う

ち
春
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
、
未

発
表
の
作
品
に
限
る
{
応
募
}
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
凹
ツ
切
め
(
日
付
入
り
は
不

可
)
で
裏
に
画
題
、
撮
影
年
月
日
、
撮

影
場
所
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
電
話
番
号
を
貼
付
。
応
募
点
数
の
制

限
は
な
し
。
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
町

づ
く
り
委
員
会
に
帰
嘱
し
、
作
品
は
返

却
し
な
い
。
入
賞
者
は
、
不
ガ
を
提
出
の

こ
と
{
賞
一
推
薦
三
万
円
(
一
点
)
、

特
選
一
一
万
円
二
一
点
)
、
準
特
選
一
万

円
(
五
点
)
、
佳
作
テ
レ
カ

(
i点
)

一
問
い
合
わ
せ
@
申
込
先
一
長
浜
町
商

五
会
(
宮
五
二

1
0
一
一
二
一
一
)
ま
た
は

役
場
企
画
調
整
課
(
宮
五
二

1
一
一
一

A

)

ま
で
。
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(布岸本印刷

県
立
松
山
東
高
等
学
校

印刷

愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
で
は
、

平
成
五
年
度
通
信
制
課
程
生
徒
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
の

こ
の
通
信
制
高
等
学
校
と
は
、
学
び

た
い
け
れ
ど
も
勤
務
や
家
庭
の
都
合
等
、

毎
日
は
通
学
で
き
な
い
と
い
う
人
の
た

め
の
学
校
で
、
自
分
の
仕
事
や
家
事
の

都
合
に
応
じ
た
学
習
計
画
を
た
て
、
卒

業
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
学
校
で

す。
な
お
、
牛
徒
募
集
の
最
終
期
限
は
、

四
月
二
十
三

U
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
立
松
山
東
高

等
学
校
通
信
制
課
程
事
務
課
(
〒
七
九

O

松
山
市
持
田
町
二

l
二
十
二
〈

宮

O
八
九
九
l
四
三

1
0
一
八
七
〉
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 5年 4月 1日発行平成 5年 4月号

寄
付
捺
納

今
月
の
ト
ッ
プ
は

成
田
徹
-
真
理
さ
ん
の
カ

y
プ
ル

¥

今

坊

井

上

朋

昭

/

今

坊

二

宮

芳

恵

¥

長

浜

上

田

英

敬

/

長

浜

西

江

奈

¥

沖

浦

中

川

昭

/

沖

浦

北

本

一

忠

¥

下

須

戒

中

居

健

/

下

須

戒

木

下

博

子次子夫々

お
誕
生
お
め
で

』つ
M

長戒 i'i'下下
柴須須

i兵川 浦戒戒

イ主:出出ド櫛出出仁 櫛長
手頁 当主

滝 i毎海戒弓三 i毎 海 久 生浜

白

新松高小菊徳
山田橋西地田

お
〈
や
み

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

戸斤

氏

博光建荘手[J 昭
司寛一照彦 治

長 云 五 二 長二
女男女女女女

明あ
早主格? こ 臼す柚ゅ
緑 f，志;梢Z空Z香か衣し、

O
今
坊
の
後
藤
栄
治
・
中
島
熊
男
・
高

岡
鹿
男
き
ん
:
・
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
等
の
楽

器
を
喜
多
灘
小
学
校
へ
。

O
出
海
の
大
橋
孝
子
さ
ん
:
・
ス
テ
ン
レ

ス
米
あ
げ
ざ
る
一
セ
ッ
ト
等
の
食
器
を

出
海
公
民
館
へ
。

O
櫛
生
の
菊
池
吉
太
郎
さ
ん
:
・
小
説
等

の
凶
書
一
千
二
百
三
十
冊
を
町
立
図
書

、一ヨコ、。

命
市
町
点

。
長
浜
保
育
所
保
護
者
会
(
松
下
優
子

会
長
)
:
・
カ
メ
ラ
を
長
浜
保
育
所
へ
。

φ 
結
婚

f主
2 

戸斤月
届

{呆出
譲分
者 (
氏敬
名称

略
長続)
男柄

し

周 f児
平じ名

永

井

義

春

賓
生
シ
ノ
ヱ

藤

本

満

延

伎

枝

博

河
井
ト
ミ
ヱ

平

見

博

吾

竹
本
ミ
サ
ホ

武

田

惟

常

漬
川
ハ
ツ
ヱ

宮

城

浩

阿
山
シ
ヅ
ヨ 名

死
亡
時
年
齢

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

イ主

戸斤

氏

名

上
老
松

池
田

亙
司

(
八
七
)

(
八
九
)

(
八
一
二
)

(
八
二
)

(
八
二
)

(
八
七
)
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七
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広報ながはま

あるテレビ番組で、小学生

に路傍で百円拾わせ、近くで

探している風の人に渡すかど

うかのテストをする場面があっ

た。四、五人の小学生が通り

でその百円を拾い、探してい

る風の人の傍を一旦通り過ぎ

たが、すぐ気がついて引き返

し、百flJを渡し て あ げ た 。 そ

のビデオをモニターで見てい

たゲストたちゃ司会者~が「ほっ

とした」と異1flhJ音に言った。

この人たちはノJ、学牛が猫パパ

するのではないかと内心ハラ

ハラしていたので、よい結果

になって「ほっとした」ので

あろう。しかし、よく考えて

みる必要がある。率先して納

税の範を示すべき立場の偉い

人が、数十億円もの蓄財隠し
u、まよう

をして平然と脱税する今車業な

世の中では、テレビのテスト

のように子供たちを軽々しく

試す資格が大人にあるかどう

か。もし大人が路傍で一万円

拾ったとしたら果たしてどう

するだろう"現金を拾っても

警察に届ける人は近年少なく

なってきたと聞いている。偉

い立場の人は勿論普通の人た

ちも今一度我が身を振り返っ

て、筆者自身を含め、自律自

戒の中に、四月の天気のよう

に清明な毎日を送りたいもの

である。

¥
上
老
松

/
松
山
市

i賓成

真

理徹

崎田

昌
一
編
集
後
記
璽

桜
の
咲
き
始
め
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
沖
浦
観
音
、
住
吉
公
開
な
ど
桜
の

名
所
で
は
、
花
見
を
楽
し
む
人
も
・
:
。

さ
て
、
こ
の
時
季
は
、
入
学
、
入
社
、

異
動
な
ど
新
し
い
気
持
で
、
新
年
度
に

誓
う
目
標
を
掲
げ
た
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
?
(
今
年
は
禁
煙
を
・
:

一
で
き
な
い
こ
と
を
言
う
な
!
」
と
の

厳
し
い
戸
に
、
た
だ
う
つ
向
く
私
)

「
日
本
人
は
頑
張
り
屋
で
す
。
世
界

中
の
人
が
認
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
の
た
め
に
頑
張
る
の
か
。
な
ぜ
、
そ
ん

な
に
一
生
懸
命
仕
事
を
す
る
の
か
。
何

を
目
的
に
一
体
ど
こ
へ
い
こ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
こ
の
基
本
的
な
問
い
に
応

え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
。
」
と
い
う
在
日
外
国
人
が

U
本

人
を
指
摘
す
る
記
事
を
見
ま
し
た
っ
な

る
ほ
ど
と
感
心
し
な
が
ら
も
、
胸
に
グ

サ
リ
と
く
る
も
の
が
あ
り
、
私
も
新
年

度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
夢
の
実
現
の

た
め
目
標
を
掲
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
い
)

数

人口をふやしましょう

前月との比較

4人i成

/男 7人減、

¥女 3人増ノ

2世 帯 滅

帯

11，030人
(早5，153人)
女5，877人〆

J，730廿ti吊よ

世口人

世帯数 i

人


